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ロブシャイ ト英華字典 の訳語 の来源 をめ ぐって
地理学用語を中心に
荒 川 清 秀
0は じ め に
森 岡1969は,明治初期 日本人が英和辞書 を編纂 した り西洋 の書物 を翻訳す る際 ロブシャイ
トの英華字典(1866-69)をどれほ ど利用 したか につ いての先駆 的研 究であ る1)。森 岡に よ
れば,『附音挿図 英和字彙』(明6・1873)や当時 の専 門術語集 にお いて,数 学,キ リス ト教,
政治 ・法律,天 文 ・地理用語で は中国訳 の影響 を大 きく受 けているが,医 学 ・薬学用語,文
法,鉱 物,軍 隊用語 ではほとんどな く,化 学,物 理,生 物学 ではご く一部 を とりいれた にす
ぎない とい う2)。一方,永 嶋大典 も同 じころ,『附音挿図 英和字彙』 に ロブ シャイ ト字典の
影響が出ているこ とに気づ いてい たが,キ リス ト教 用語 をのぞ き,の ちに残 った訳語がそれ
ほ ど多 くはない とい うこ とか ら,森 岡の結論 は 「『英 華字典』 の功績 を少 し大 き く見積 も り
す ぎている」 と述べ た3)。森 岡の研 究か ら10年後,「病 院」 の出 自をめ ぐる論争 を契機 に中
国洋学書の研 究に とりくんだ佐藤亨 は,森 岡の研 究 に一定 の評価 をあたえつつ,つ ぎの よう
に指摘 した4)。
ただ,『英華 字典』 等の語彙が,い か なる素性 の ものか,い か なる経路 を辿 って字典 に
反映 した ものかが明かでなけれ ば,右 の研 究は十全 を期 しがたい と考 える。私の見 ると
ころでは,新 造語 も多い反面,中 国初期洋学書 に用 い られている語 も多 く,そ の点では
二つの観点か らの考 察が必要 となろう。
前半 については まさにその とお りであ る。 ただ,ロ ブシャイ トに新造語 が多いか どうか,
また,そ の訳語が初期 洋学書 か らど ういう経路 を経て ロブシャイ トに流 入 しているか は,よ















1問 題の発端 ロブシャイ トの 「熱帯」はどこからきたか
森 岡の主張 は,ロ ブシャイ トの字典が近代 日本の訳語 にいかに影響 をあ たえたか とい うこ
とであったが,筆 者 は荒川1987において,従 来 日本製漢語 とされていた 「熱帯」が中国製漢
語 であることの根拠 と して この字典 を利用 した。 これは当然 なが ら,ロ ブシャイ トが 日本語
か らの影響 をまった く受けなかった とい う前提 に立 っている。その当否 はあ とで検討す るこ
とにす るが,と もか くロブ シャイ トの字典 には 「熱帯」が以下の ように出ていたのである。
thetropics熱帯thetorridzone熱 帯
つ ぎの課題 は佐藤 亨 も言 うように,「熱帯」 を含 むロブシャイ トの訳 語が どこか らきてい
るか とい うことであった。
従来 日本の国語学 では,19世紀初頭以降 に来華 したプロテス タン ト宣教 師たちの著作(後
期 洋学書)に ついては,和 刻本 の普及 というこ ともあ って注 目する研 究者 もいたが,16世紀
末以降 に来華 したイエ ズス会宣教師 たちの著作(初 期洋学書)に ついては,も ともと舶来 さ
れた数に限 りが あ り,し か もその大半が禁書 とな り,一 部は写本 として流布 した ものの,一
部 の研 究者 をのぞ けば ほとんど等 閑視 された状態 であった6)。それが注 目されは じめ たの は,
80年代 に国語学界で 「病 院」 の出 自をめ ぐる論 争があ ってか らの こ とであ る。す な わち,
「病院」は もともと蘭学者の造語である と考え られていたのが,初 期洋学書の一つである 『職
方外 紀』(1623)にあ るこ とがつ き とめ られ7),筆者が さが しも とめていた 「熱帯」 もそ こ
にあるこ とが佐藤1980によって先 に指摘 されていたのである。 しか し,筆 者 はさらに遡れ る




其地甚熱,帯 近 日輪故也,→ 熱帯
此二処地居甚冷,帯 遠 日輪故也 → 冷帯(冷=寒)
此二地皆謂之正帯 正帯(=温 帯)
の ような過程 を経 て 「熱帯」や 「冷帯」がで きた と考 えたのであ る8)。
荒川1987では以上か ら,ロ ブ シャイ トの 「熱帯」は リッチか らきてい るとい うことで問題
を解決 した ような気になって しまった。 しか し,の ちに19世紀の ロバー ト・モ リソン来華以
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ロブシャイ トの 「熱帯」使 用は,レ ッグ以降の訳語の交替 を承けた ものであ る。 レッグ以
後 なぜ訳語が交替 したかについての詮索は今お くと して]0),注目すべ きは,同 じミュアヘ ッ
ドの著 になる 『地理全志』 と 『六合叢談』 に連載 した 「地理」の間で訳語が大 きく交替 して
い ることであ る11)。すなわ ち,
『地理全志』(1853-54)『 六合叢談』 「地理」(1857)
熱道 温道 寒道 → 熱帯 温帯 寒帯
北帯 南帯 → 昼長圏 昼短圏
北寒線 南寒線 → 北極圏 南極圏
後者は リ ッチ,ア レニ ら初期洋学書の用語 を復活 させ た もの とい える。
用語 に交替が起 こったのは ミュアヘ ッドにおいて だけで はなか った。先 にロブシャイ トに
つい てみ た,「thetropics熱帯thetorridzone熱帯」 とい うのは,実 は最 後に刊 行 され た
partIV(1869)にあ る もので,の ちに全書 を通覧 した ところ,partI(1866)のclimateの









ロブシャイ ト字典 の中において も訳語 は交替 していたのである12)。
・ レッグや ミュアヘ ッ ドが 「熱道」系 か ら 「熱帯」系 に訳語 を交替 させ たのは1856年以後の
こ とであ り,ロ ブ シャイ トが それ を自己の辞書 に反映 させ る までに10年を要 しているが,ロ
ブ シャイ トが こ うした当時 の中国洋学 界における訳語 の状 況,変 化 に関心 をは らっていたこ
とが みて とれる。以 下,ロ ブ シャイ ト字典 の地理学用語 の来源 をさぐるために,ロ ブシャイ
トに先行す る辞書,さ らに後期 洋学書 との関係 をみてみたい。
2ロ ブ シ ャ イ ト字 典 の 訳 語 と 先 行 辞 書 ・洋 学 書 と の 関 係
2・1先 行辞書 との関係
辞書の編 者 にとって,真 っ先 に利用す る資料は,な ん とい って も先行す る辞書であろ う。
ロブシャイ トは字典の序文の終わ りの ところに,中 国語 を記述す る上で参考 にした辞書,文
法書 を23種あげてい る。 その うち,英 語 とmandarin(官話)と の対 応辞書 としては,モ リ
ソン 『中国語辞典』(1815-23)「英華」 の部(1822),ウイリアムス 『英華韻府歴階』(1844),
メ ドハ ース ト 『英華辞典』(1847-48)があが ってい る。以下の表 は,主 な地理学用語 につい
て,上 記各辞書の用語 を対照 させ たものであ る。左 端の語 は日本語,下 線 を引いた ものはモ
リソ ン以前 の中国洋学書 にすで に現れ ているもの を示す13)。なお,こ こで は天文学用語 も一
部 入っている。






































































































































































































恒星 経星 地球 半球 赤道 中帯 南極 北極 地平線 子午圏
経線 緯線 緯度 海島 洲 湾 海隅 大洋 洋 洋海




行星 中線 夏至道 冬至道 洲 岬 山頭 腰 平洋 氷山 航海
気候 水土 風土 地動 地及 螢壷
と,モ リソンから来ているものが多いが,そ の大部分が初期洋学書に出典をもつ ものである
ことを考えると,メ ドハース トの影響の方をむしろ重視すべきであろう14)。
2・2先 行洋学書との関係
さて以下 にあげる表 は,ロ ブ シャイ ト以前 の辞書 には採録 され なか った ものの,洋 学書に
は出て くるものである。以 下,表 では略称 を示 し,● は辞書 を示す。 なお,辞 書 と地理書の
関係 をみ るため,「行星」の ように,一 部辞書 にもあ った語 も出 してある。











































モ リ ソ ン中 国 語 辞 典 英 華 の 部(1822),
(1847),メ:
説:『 地 球 説 略 』
(1862),問:



















○ 一 海 ○ ○ ム
ウ:ウ イ リ ア ム ス英 華 韻 府 歴 階(1844),備:『地 理 備
メ ドハ ー ス ト英 華 辞 典(1847-48),全:『地 理 全 志 』(1853-54),博:『博 物 新 編 』
(1856),智:『智 環 啓 蒙 』(1856),六:『六 合叢 談 』(1857),聯:『聯 邦 志
『地 理 問 答 条 略 』(1865),ロ:ロ ブ シ ャ イ ト英 華 字 典(1866-69),ド:ドー リ ト
(1872)
先行する洋学書の うち,と りわけ影響の強いのは ミュアヘ ッ ドの 『地理全志』 で,ロ ブシ
ャイ トは以下の語 を 『地理全志』 か らとった と考 え られる15)。
定星 〈恒 星〉 軌道 午線 海峡 山嶺 氷田 〈氷河〉 大平洋
〈南北極 圏〉の 「極図線 南北寒道」 の うち 「南北寒道」 も 『地理全志』 の 「北 寒線」 「南
寒線」を受 けた ものであろ う。「太平洋」についてい うと,ロ ブシ ャイ トの英華字典 の方 には,
pacific平洋ocean(thePacificOcean)大平洋
だけが出 ていて,「太平洋」 とな るの は華英字典(1871)におい てである。 もっとも 「大」
は 「太」 と通用 するのだが16)。
海股 〈湾〉 土腰 〈地峡〉
の ような語 は,『地理問答』 だけで な く福 沢諭吉が振 りがな をつけた子卿の 『増訂華英通語』
(1860,原本序 は1855)にもみ え,当 時 の中国人の 間で通用 した訳語で あったのだ ろう。 こ
れ らはのちに 日本語 に駆逐 される まで中国洋学書 で用 い られた17)。
〈回帰線〉の意味の 「熱帯北限」「熱帯南 限」 はロブシャイ トの造語 と考 えられ るが,こ の
語は ドー リ トルの 『英華葦林韻府』(1872)のpartIや商務印書館 『華英音韻字典集成』(1902)
にあげ られ ただけで後 世 にはほ とん ど影響 をあた えなか った。 〈回帰線〉 にあたる ドイツ語
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文 明21No.1
はWendekreis,Wendeは「ター ン」,kreisは「円」,し たが って,ド イツ語 か らの直訳 と
も思 われない18)。「熱帯常風 」 につ いては南 とで も述べ るが,こ れ もロブシャイ トの造語 で
あ る。
ところで残 りの語の うち,「半 島」はロブシャイ トに先行す る日本側資料,文 久2年(1862)
の堀達之助 『英和対訳袖珍辞書』 に現 れる。 これをつ ぎに検討 しよう。
3初 期 ・後 期 洋 学 書 に な い も の
3・1ロ ブシ ャイ トの 「半島」はど こか ら来たか
ロブシャイ トの 〈半 島〉 の訳語 はメ ドハース トの影響 を受 けている。
peninsula
メ ドハース ト 連地之島 有頸之洲 水流 未周之與
ロブ シャイ ト 連洲之地 連洲之島 半島 水不 全周之島
そ して この中では 「半島」だけが異質 にみえる。 しか も,そ れが文久2年(1862)に刊行
され た 日本 の辞書 に も出て いる とい うこ とは どうい うことか。森 岡1969,p.42によれば,
堀の辞書の訳語 の6割 強 は蘭学の伝統か ら きている とい う。はた して,佐 藤1983,p.248に
よれば,「半 島」 は江戸 の地理学者,山 村才助 の 『訂正増訳采 覧異言』(1802ごろ)に 現れる
とい う。佐藤 には該当箇所 を引い てい ないので,青 史社影印本でその箇所 をさが しみ ると,
デ ンマ ークのユ トラン ド半 島につ いてふれ た ところに 「半島」が出て くる。
和蘭語 二法児弗厄乙蘭土(ハ ルフ ・エ イラ ン ド)ト 云 コ レ半 島 ト云 ル義ニ シテ三面海二
臨 ミ 一ー面 大陸 二連 ナル ノ地 ヲ称 スルノ言 ナ リ
以 下,『袖珍辞書』 までの流れ をあげてお こう。
口 青地林宗 『輿地志』首巻(1827)
陸地 ノー端 海ニ ツキ出三面水 二囲ル ヲ半 島 トシ……
口 小関三英 『新撰地誌』・渡辺畢 山 『新釈輿地 図説』(天保9・1836)
(巻2-12ウ)
[シキールエ イラ ン ド]半 島は三方海 を環 シー方[ハ ス トラン ド]に 接す る地 を云
口 桂川甫周 『和蘭字彙』(安政2-5・1855-58)
eilandDenhalfeiland.schiereiland半嶋 三方二海 ヲウケ タル国
halfeiland半 嶋 三方二海 ヲ請テ居 ル国
「半 島」 が蘭学の伝統 の中で継承 されて きた ことは明か である19)。では この語が ロブシ ャ
イ ト字典 に もあ るの はなぜか。両者が別 々に同 じ語 を偶 然つ くったのか。あ るいは,ロ ブシ
ャイ トが こう した蘭学資料 の どれかを偶然 目に し採用 したのか。 も し,両 者が期せず して同
じものをつ くった とした ら,こ れは訳語研究史上興味 ある例 となる し,か りに後者の推理が
正 しい とすれば,ロ ブシ ャイ トの訳語 の来源 を再検討 しなければな らな くなる。
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筆者は最初 ロブ シャイ トは独 自にこの語 をつ くったと考 え,1996年12月に愛知大学で開か
れ た第3回 近代 中国語研 究会の席においてこのこ とを報告 した。 なぜ なら,ロ ブシャイ トの
母語 である ドイツ語 で も 〈半 島〉 はHalbinsel(半分 の島)と い うか らで ある。 ところが,
ロブシャイ トの字典 と堀の辞書 に 「半島」があるこ とは那須雅之 も同 じころ気づいていて,
同 じ会 で那須 は,ロ ブシャイ トがペ リー にともなって1854年に訪 日した際,ア メリカ側通訳
として 日本側通訳 である堀 達之助 と接触 し(1855年2月),堀にメ ドハ ース トの英漢辞書 を
。送 った こと,ま た1862年に再来 日した ときには堀の 『英和対訳袖珍辞書』 を購 入 した可能性
が あ る こ と を報 告 した。 その後 那 須 は,も とも とその 所在 が 知 られ てい た ア メ リカ の
Lehigh大学 に赴 き,ロ ブシ ャイ トの 自筆書 き入 れのあ る 『英和対訳袖珍 辞書』 を確認 した
とい う20)。したが って,ロ ブ シャイ トが堀 の辞書 を もっていた ことは明かであ り,今 後 ある
訳語が ロブシャイ トにあ るか らといって,た だちに中国製漢語 とはい えな くなって きた。 し
か し,だ か らとい って,「ロブシャイ トの く英華字典〉 を近代 日本語 にお ける訳語成立 の資
料 として扱 った研究論文 はおそ ら く抜 本的再考 を免 れない」(那須上記研究会 レジ メ)か ど
うかは,那 須 のい うように,ロ ブシャイ トの訳語 と堀 の訳語 の全面的 な対照が なされ ないか
ぎ り簡単にはいえない。 また,か りにその ような影響があった として も,堀 の辞書がその後
の中国洋学史に まで影響 をあたえているか どうか は,中 国洋学 史におけるロブ シャイ ト字典
の位置 について検討する までなん ともいえない。 ともか く,こ こでは ロブ シャイ ト字典 に対
す る堀の辞書の影響 を,両 者の地理学用語 の対比 を通 してみてみ ることにしたい。
3・2ロ ブシャイ トと堀の訳語
以下は主な地理学用語について両者の訳語を対照 したものである。下線は両者にあるもの
の,メ ドハース トあるいはそれ以前にすでに存在 したもの,◎ は両者にのみ存在するものを
示す。
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「南極」 「北極」 「赤道」「半球」等 両者 で用語 が一致す る ものの多 くはロブシャイ ト以前に
存在 してい るものであ り,那 須 が前述 の研究 会で 「半 島」 とともにあげた 「海峡」 も,実 は
3でみた ように ロブ シャイ トに先行す る洋学書 にすで に出てい た。の ちに 日中共通 になる 「氷
山」「地峡」 「衛星」 については ロブシャイ トは関心 をは らっていない。 これはむ しろかれが
先行す る洋学書の影響 をよ り強 く受 けていた こ とを ものがたる もので,「半島」が採用 され
たのは,こ の語の語構造が まさに ドイツ語のそれに一致 していたか らである21)。
4ロ ブ シ ャ イ ト字 典 の 訳 語 の 位 置 づ け
地理学用語 を中心 にで はあるが,最 後 に日中近代 語彙史 における ロブ シャイ ト字典 の訳語
の位置 についてま とめてお きたい。
(1)「熱帯」の例 でみた ように,ロ ブシ ャイ トは初期洋学書 の語彙 を,む しろ先行す る後
期 洋学書 を通 して学 んだ。 したが って,日 本語 にお けるロブシャイ トの訳語の影響 も,専 門
用語については,こ れに先行す る後期洋学書(と りわけそれ らの和刻本)と の関係で考 えて
みる必 要がある22)。
(2)3・2でみた ように,堀 の辞書の影響 は大 き くない とはい え,「ロブシャイ トに出てい
れば中国製漢語」 とい う前提 は一応 疑ってかか らな くてはな らな くなった。 ロブシャイ トの
訳語 は先行辞書の影響,と りわけメ ドハース トの影響 を強 く受 けているが,遠 藤1995によれ
ば,堀 達之助 もメ ドハース トの辞書の影響 を受けているか ら,ロ ブシ ャイ トの訳語が堀の訳
語 と一致 してい る場合 も,メ ドハース トまで さかのぼって検討す る必 要が ある。
(3)「腰/土 腰 〈地峡〉」や 「海腰 〈海峡〉」 それに 「淡気 〈炭素〉」「養気 〈酸 素〉」(以上
二 つは 『博 物新編』)「行星 〈惑星〉」の ように,ロ ブシ ャイ トは当時の 中国洋学書 に使われ
ていた訳語 をか な り掌握 してい た。 しか し一方で訳語 を選択 するのに,か れな りの基準 をも
っていた。 「半島」 を選択 したのは ドイッ語 の影響 であるこ とを先 に述べ たが,「貿易風」 に
ついて も,か れが影響 を受 けた 『地理全志』 にすで に出ている にもかかわ らず,か れはむ し
ろ 「熱帯常風」 とい うこ とばをつ くった23)。それは ドイッ語 のpassatが本来 「貿易」や 「交
易」 とはなん らつ なが りが なかったか らで ある24)。
もうひ とつ例 をあげ よう。先 に沈 国威が ロブシャイ トの限界の例 と して,ロ ブシャイ ト字
典における 「化学」 とい うこ とばの未使用 を指摘 してい ることをあげ た。 しか し,ロ ブシャ
イ トは 『漢英字典』(1871)の序文で,「化学」 という語 をわざわざあ げ,こ の語 は 「中世の
錬金術 を連想 させ よ くないか らとらない」 とまで明言 しているので ある25)。八耳俊文 によれ
ば 「化学」 とい うことばは,1850年代後半,王 輻 やワイ リー等上海宣教師 グループによって
物の質 を変化 させ る 「変化之学」 として提起 された名称 だが26),ロブシャイ トは,こ れ を錬











6)荒 川1997,p.27-29を参 照 。
7)こ の経 過 につ い て は荒 川1997,p.29-30を参照 。
8)リ ッチ の 『乾 坤 体 義 』(1605)には,
其 地 甚熱,則 謂 熱 帯 近 日輪 故 也 此 二 処 地 倶 甚 冷,即 謂 寒 帯 遠 日輪 故 也
の よ うに,熟 したか た ちで 「熱 帯 」 「寒 帯 」 が 出 て い る 。 荒 川1997,p,44参照 。
9)そ れ ぞ れ 中 国原 刊 本 を利 用 した。 『英 華 韻 府 歴 階 』(1844)早稲 田大 学 図 書 館,『地 理 備 考 』(1847)
東 京都 立 中央 図書 館 実 藤 文庫,『 地 理 全 志』(1854)宮城 県 図 書館,『 博 物 新 編 』(1855)関西 大 学 図
書 館,『 地 球 説 略 』(1856)愛知 大学 図 書 館,『 智 環 啓 蒙 塾 課 初 歩』(1856)英国 図書 館,『 六 合 叢 談 』
(1857-8)英国 図 書 館,宮 城 県 図書 館,『 談 天』(1859)愛知 大 学 図書 館,『 大 美 聯 邦 志 略 』(1862)
国 立 公 文書 館 内 閣文 庫
10)荒川1997,P・55では,可 能性 の 一 つ と して 『海 国 図 志 』 に引 か れ た リ ッチ た ち の著 作 の 影 響 と
い う こ と をあ げ た。1847年9月のChinese、Repositoryには 『図 志 』 の50巻本 のbookreviewが出
て い る。 また,注26)で も述 べ るが,レ ッ グ以 来 ロ ン ドン伝 道 会 の 宣教 師 の 中 国 人 ブ レイ ンで あ っ
た 王 翰 が か れ ら宣教 師 た ち の訳 語 の 創 造 にか か わ って い た 可 能性 も考 え られ る。
ll)「地 理 」 は 『六 合叢 談』 巻1-1～8,13,2-2に 連 載 され た 。 「熱帯 」 等 の用 語 が 出 て くるの は
1-3で あ る 。
12)ロブ シ ャ イ トは 字 典 に先 行 す る 自著 『地 理 新 誌 』(1855)の中 で も,「熱 道 温 道 冷 道 」(「人物
略 論 」 割 り注)と 「熱 道」 系 の用 語 を使 っ てい る。 なお 本 書 は ケ ンブ リ ッジ大 学 蔵 の もの(那 須 雅
之 氏 か ら コ ピー をい た だ い た)。
13)以下 初 期 の 出拠 と考 え られ る もの をあ げ る。
リ ッチ 『坤輿 万 国 全 図』{1bO2):天球,地 球,半 球,赤 道,南 極,南 極 圏,北 極,北 極 圏,地 平
線,子 午 線,経 線,緯 線,緯 度,島,『 乾 坤 体 義 』(1605):熱帯,寒 帯,ア レニ 『職 方 外 紀 』
(1602):経度,温 帯,熱 帯,海 峡,氷 山,大 洋,航 海,気 候,天 気,平 地,平 原,地 震,温 泉,
火 山,ブ ノ ワ 『地球 図 説』(1761):恒星
14)ロブ シ ャ イ トが メ ドハ ー ス トの 影 響 を受 け て い る こ とに つ い て は,沈 国威1994,p.149にも言 及
が あ る。 また ロブ シ ャ イ トの字 書 で,時 に他 人 の訳 語 で あ る こ と を注 記 す る こ とが あ る が,そ の 中
で も メ ドハ ー ス トか らの 引 用 は トップ を 占 め て い る。 以 下,該 当 す る英 語 をあ げ る 。
Medhurst‐Capricorn,celery,clary,coriander,eruca,jalap,mastic,ornithology,pellitony,pul-
monary,ragwort,segmentすぺ て メ ドハ ー ス トの英 華 辞 典 を引 い た もの 。 その 大 部 分 は植 物














15)ロブシャイ トは 『地理新誌』の 「序」で,『地理全志』等の書を読んだことにふれ,自 分が今こ
の著を著すのはその不足とするところを補 うためであると述べている。なお,「午線」や 「海峡」
はマーケスの 『地理備考』にも出てくるが,他 の用語との関連で考えると,直接には 『地理全志』
から来たと考えるべ きであろう。
16)ロブシャイ トが英華字典の4分 冊の中で訳語を変えていることを先に指摘 したが,『英華』と 『漢
英』での変化は 「太平洋」 くらいである。ロブシャイトの 『英華』が2000頁を越える巨冊であるの
に対し,『漢英字典』はわずか592頁しかなく,五帯の名称でも 「温帯」があるのみである。『漢英』
の部にはつぎのような地理学用語が出てくる。
海濱 平原 地理図 土星 地球 軌道 山嶺 英倫盆 州 〈continent>経緯度 行星 定星
経星 極地 地気 天気 土気 気候 水土 沙漠 石油 洲 〈eiland>西洋 流星 港口





19)福沢諭吉の 『増訂華英通語』(1860)には 〈半島〉に 「土股」という語をあたえ,「ハンシマ」と
いうふりがなをつけている。あるいは当時このような読み方もあったのかもしれない。
20)那須1997,p.26。ロブシャイトがペリーについてきたというのは那須の 『大日本古文書』の読












を行 うとともに,函館図書館におもむき,堀の印のある英漢字典を発見,さ らに堀孝彦(名 古屋学




1996/12/15,なら び に那 須1996,1997)。
21)堀の 辞 書 との 関係 で は 「雪 崩」 「昼夜 平分 線 」 も疑 っ て み る必 要 が あ る。 「雪 崩 」 は,諸 橋 『大 漢
和 辞 典』 や 中 国 の 『漢 語 大 詞典 』 に用 例 が な く,一一方 江 戸 期 の 主 要 な節 用 集 の 類 に もみ え な い もの
で あ る し,「昼 夜 平分 線 」 もロ ブ シ ャイ ト以 前 の 中 国洋 学 書 に出 て こ な い。 なお,節 用 集 の検 索 に は,
亀 井 孝 他 『五 本 対 照 改 編 節 用 集』,中 田 祝 夫 『古 本節 用 集 六 種研 究 並 び に総 合 索 引 』,『書 言 字 考 節
用 集 研 究 並 索 引』 を利 用 した 。
22)たと えば 『地理 全志 』の 和 刻 本 は 安 政5,6年(1858-59),『智 環 啓 蒙 塾 課 初歩 』は慶 応2年(1865),
『六 合 叢 談 』 は文 久 年 間 ,『談 天 』 『大 美 聯 邦 志 略 』 は 文 久 元 年(1861)で,い ず れ もロ ブ シ ャ イ ト
・ 字 典 に先 行 す る 。
23)〈貿 易 風 〉 の 語 史 につ い て は 荒 川1997,6章を参照 。 『博 物 新 編 』(1855)には 「恒 信 風(貿 易 風
は俗 称)」 と出 て い る 。 ロブ シ ャイ トが 『地 理新 志 』(1855)で使 っ た 「冷 道 」 はホ ブ ソ ンの 『博 物
新 編 』 に も出 て い た もの で あ る 。 墨 海 書館 の 『博 物 新編 』 の刊 年 は1855年で あ るが,英 国 図 書館 に
は1854年を明 記 す る 『博 物 新 編 三 集』 が存 在 し,そ の 二集 の初 版 た る 『天 文 略 論 』 は1849年に 出 て
い る。 ホ ブ ソ ンの 著 もみ て い た とい うべ きで あ ろ う。
24)江戸 日本 の蘭 学 で も,paassat(貿易 風)に は 「定 向 ノ風 」 「定 リ(ノ)風」 の よ うな訳 語 しか 出 て
こ な い。 荒 川1997,6章を参 照 。
25)Otherterms,suchas化学whichhasbeenusedforChemistry,havebeenomittedonthesimple
groundthatChemistryisnotadoctorinoftransformationandthatourpresentstateofscience
forbidsustomakeuseofthetermsofthealchymisitsofadarkerage.(『漢 英』 の 序 文 に 「化 学 」
が 出 て い る こ とは那 須 雅 之 氏 か らの 教 示 に よ る)な お,Masini1993,p.52(中訳 本p.59>に も,
西 洋 人 た ちが当初 「化 学 」 を使 う こと をため らった例 と して ロ ブシ ャイ トの上記 の 序が 紹介 され て いる。
26)八耳1996,p,70-81。「化 学 」 の 初 出 に つ い て は科 学 史 の分 野 で 長 く論 争 が あ り,こ れ ま で は 『六
合叢 談 』(1857)を初 出 とす るの が 定 説 で あ った(坂 出1970)。こ れ を 『格 物 探 原 』 とす るの は,そ
の 出版 年 を1856年とす る播 吉 星 らの 説 に も とつ くもの で あ る が,『格 物探 原』が も と も と 『教 会 新 報 』
に1872年か ら74年にか けて 連 載 され た こ と を考 え る と こ の説 は な りた た な くな る(劉 広 定1991)。
八 耳1995にあ げ る英 国 図 書 館,日 本 国 会 図 書 館 等 に 蔵 す る 『格 物 探 原 』 はす べ て光 緒2年(1876)
が 初版 とな っ て い る。 筆 者 が 蔵 す る もの も光 緒2年 版 で あ る。
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達 之 助,andithasbeenshownbyEndoTomoo遠 藤 智 ・夫andNasuMasayuki那須 雅 之thatLobs-
cheidhadcontactwithHori.IfitshouldprovetobethecasethatLobscheiddidconsultHari's
dictionaryandadoptsomeofitsequivalents,thiswouldoverturnthewidelyheldviewthatail
ChinesecompoundsinLobscheid'sdictionaryareofChineseorigin.Ithereforewishtoexamine
thedegreetowhichLobscheid'sdictionarywasinfluencedbyAPocketDictionaryoftheEnglish
andJapaneseLanguage,andatthesametimeIshallalsoconsiderwhyLobscheiddidnatuse
somealreadyexistingtermssuchashuiguixian回1希線(`tropics'),maoyifeng貿易 風(`trade
wind'),andhuaxue化学(`chemistry').
